
調査研究実績

論文等

【自然分野】
・説田健一．2018．学校理科室の剥製は果たしてゴミなのか？：標本ラベルから探る剥製の

歴史的な価値（特集博物館における二次資料）．博物館研究53（8）：23－25．

・説田健一．2019．新たに岐阜県博物館に寄贈された標本のカタログ：柳原要二鳥類コレク

ション．岐阜県博物館調査研究報告39：3－6．

・楠田哲上・向井貴彦・田上正隆・田村ユカ・矢部隆・説田健一．2019．岐阜県内における

外来の水生および陸生のカメ類の発見記録（2007－2018年）．岐阜県博物館調査研究報告

39：7－14．

・楠田哲士・矢部隆・原口句美・野呂達哉・田上正隆・説田健一．2019．岐阜県内でのカミ

ツキガメおよびワニガメ属の捕獲記録（2003－2018年）．岐阜県博物館調査研究報告

39：15－20．

・高津翔平．2018．タイ国東北部の足跡産地HuaiDamChumから産する恐竜足跡化石群の

分類学的記載一印跡動物オルニトミモサウルス類の可能性を探る－．地学雑誌，127，NlO9．

【人文分野】
・南本有紀．2018．揖斐）i何丁の太鼓踊り調査報告．揖斐）1回‾太鼓踊り調査委員会．

・長屋幸二・小野木学．2019．井之口卓義氏発見の高山市国府町宮谷三休の清一括出土銭．

岐阜県博物館調査研究報告39：21－28．

・蒲池卓巳・南本有紀．2019．岐阜県の「地歌舞伎」について．岐阜県博物館調査研究報告

39：29－33．

・南本有紀．2019．博物館・図書館連携企画展「芝居大国！岐阜」について．岐阜県博物館

調査研究報告39：34－38．

・守屋靖裕．2019．『小津白山神社の文化財』揖斐川町教育委員会（分担執筆）．

・山田昭彦．2019．『岐阜地図さんぽ』風媒社（分担執筆）．

学会発表等

【自然分野】
・説田健一．2018．岐阜県内の高等学校に保管されていた剥製について，日本科学史学会第

65回年会，東京，2018．5．

・村上達郎・高津翔平・鍔本武久．2018．6．岐阜県の中新統瑞浪層群から産HlLた“サイ科”

の上腕骨化石の再検討．日本古生物学会2018年年会，P19，宮城．

【人文分野】
・長屋幸二．2018．10．学校教育と考古学（その1）－各地の教育実践の紹介ほか，日本考古

学協会ポスターセッション．
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